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１ 今後の進め方について

２ めざす姿（案）と政策の方向性（案）、
５つの政策分野
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回次 議論の内容

第２回
（今回）

⚫ 福山市のめざす姿（案）と政策の方向性（案）、第３回・第４回
で議論いただく５つの政策分野の設定に関する意見交換

第３回
第４回

⚫ ５つの政策分野で今後必要となる取組の方向性について各委員か
ら発表いただき意見交換（政策分野は第２回の議論の中で決定）

第５回
⚫ 第２～４回の議論を踏まえて事務局で取りまとめた有識者会議の

意見案について確認

１ 今後の進め方について

皆様からいただきたい御意見

• 福山市の現状だけに捉われすぎない自由な発想

• 国でもまだ十分に議論されていないような、国の今後の政策を先取りするような
意見

今後の議論の内容



• 地域のにぎわいづくり
中心市街地だけではなく各地域でにぎわいを生みだす。

• コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり
生活サービス機能や居住の誘導、適切な土地利用の促進、公共交通ネッ
トワークの形成により、都市の持続性を確保する。

都市構造の大胆な変革

• 地域経済の稼ぐ力の向上
AI／ロボット・テクノロジーの先取り活用などにより、企業の高付加
価値化、稼ぐ力の向上を図る。

• 企業誘致・地域起業促進のアップデート
産業構造の変革を起こせるような稼ぐ力の高い企業を誘致する。また、
起業に関するサポートを強化し、起業しやすいまちをめざす。

• 良質な雇用環境の創出
働き方改革や外国人雇用の促進により、女性を始め誰もが活躍できる多
様な雇用創出に取り組む。

経済・雇用の新潮流

• こども・子育て支援
こどもを望む家庭、子育て家庭を支える「こどもまんなか」のまちをつ
くる。

• 若者・女性の活躍促進
アンコンシャス・バイアスの解消を図り、若者・女性に選ばれるまちを
つくる。

• “互助型”福祉社会の先導
高齢者、障がい者を始め、地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合い
ながら、自分らしく活躍できる社会をつくる。

• 全世代交流型のモデルエリア
こどもから高齢者まで多様な人が交流するモデルとなるエリアをつくる。

新しい地域社会・共生の姿

• 新技術の徹底活用
DXは産業構造に変容をもたらすとともに、地域の生活環境を改善する
ポテンシャルを秘めた新しい技術を生み出すものであり、様々なデジタ
ル・新技術を徹底活用していく。

DXの推進

５つの政策分野

めざす姿（案）

人口減少社会にあっても市民が誇りを持ち、より一層輝く、活力と魅力に満ちた都市

２ めざす姿（案）と政策の方向性（案）、５つの政策分野

➢ 人口減少の抑制を強化していく。行政だけでなく、産業界や地域も同じ意識を持つパートナーとして巻き込み、出生率の減少を反転させるために
引き続き少子化対策を推進するとともに、拡大傾向にある社会減を食い止めるため、若者・女性の転出抑制、転入促進に取り組む。

➢ 確実に進む人口減少を前提としたまちづくりを進める。企業や地域の活動を始めとする官民の様々なサービスを、限られた人材で運営していくこ
とを前提としたものに変えていくとともに、市外からの関係人口の活用や分野を超えた企業・団体の連携による課題解決をめざす。

➢ 市民一人一人がそれぞれのWell-being（幸福度）を高めることができる土台をつくる。誰もが幸福を追い求める機会が持てるよう、医療や教育
といった基本的なサービスの充実、アンコンシャス・バイアスの解消などに取り組む。

➢ 都市ブランディングを強化する。市内向けには、こども・若者の本市に対する愛着と誇りの醸成を目的とした情報発信を行う。市外向けには、若
者や女性をターゲットに本市に住みたいと思ってもらえるような特徴的な取組を発信し、都市ブランドを向上させる。
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政策の方向性（案）

• 人づくり
初等中等教育における基礎学力の向上に取り組むとともに、イエナプラ
ン教育を始めとする多様な学びの場を充実させる。

• 医療、交通など必要不可欠なサービスの維持
あらゆる分野で人手不足が進むことから、必要不可欠な分野で集中的に
人材確保に取り組み、サービスを安定的に提供する。

• 空き家・空き地の逆転活用
民間活力の導入などにより空き家・空き地を地域資源とし、にぎわいを
創出する。

• “短期移住”・“通い住み”施策の挑戦
短期移住や二地域居住施策に取り組み、関係人口の創出をめざす。

住まい・暮らしの快適性と魅力向上


